
中小企業者たちが組合を作って一つの団地ま
たは建物に集団で移転することで、事業者

の経営課題のみならず、騒音・煙害・狭隘道路対策、
防災力の向上、地元産業の活性化などといった地
域課題も同時に解決できます。この事業を活用し、
これまでに卸団地・工場団地・流通団地が計約800
件誕生。リニューアルの場合は一社から活用できる
のも特徴です。

商 店街など事業所が集まっている区域や、過
去に集団化事業で形成された集積区域内

での、施設の増改築や新設、道路の拡幅、アーケー
ド・カラー塗装などにも使えます。部分的な地域課
題を解決して街の魅力をアップさせることが可能
で、これまでに約200先で活用されています。な
お、過去に集団化を利用した区域で実施する場合
は1社から使えるのも特徴です。

活用事例 活用事例

　   公害問題を解決し、地域経済も活性化

協同組合浜松技術工業団地（静岡県浜松市）
公害という地域課題を抱えていた異業種の２０社が集まっ
て工業団地を設立。課題解決だけでなく、異業種の技術交
流が盛んに行われたことで、研究開発部門が大きく成長。
平成１３年には隣接地を取得し、研究開発機能のさらなる
充実を図るなど、地域産業の育成につながった。

　   青森のまちづくりを見据えて計画
　   組合マネジメントによる安定的発展へ

協同組合青森総合卸センター（青森県青森市）
昭和40年代に青森市内の卸業界の近代化・合理化を促進
するために計画され、地域経済の拠点として卸団地が建設
された。その後、周辺交通網の整備と共に団地も拡張し、拠
点性は向上、組合による徹底した組織マネジメントが功を
奏し、土地利用率100%を実現している。

　   四位一体のまちづくり

日向上町商店街振興組合（宮崎県日向市）
JR日向市駅前の中心市街地は、人口減少、道路の狭隘、 駐
車場不足、商店街の衰退、大型店の撤退等による課題を多
数抱えていた。市、商工会議所、商店街、地権者が結束し
た”四位一体”でまちづくりを推進してきたが、平成15年度
から上町商店街振興組合が実施主体となり、商店街の近代
化を狙った高度化事業として「集積区域整備事業」を活用
している。

　   集積区域内での事業用地拡張や
　   施設の老朽化に対応

協同組合岡山鉄工センター（岡山県岡山市）
昭和36年に集団化事業を実施した当組合は、隣接地が農
地調整区域となっており敷地拡張は困難な状況にあった。
組合員の板野機工株式会社は、施設の老朽化に加え、高付
加価値を生み出す加工（溶接、組立）部門への進出を志向し
て、同じ組合員の移転を機に空き区画を取得し、施設再整
備を行った。

●事業イメージ ●事業イメージ

  事業紹介    集団化事業
地域経済の成長に大きなインパクトを与える事業です

  事業紹介   集積区域整備事業
地域課題の解決が期待できる事業です

Before Before

After After

適地に移転して
地域課題をまるごと解決！ 街の魅力をアップさせ

地域ににぎわいを創出！


